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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際に実験を行う前に事前調査を行いました。これは一日の汚泥処理量ならびに重油の使用量を調べるために行いました。今回は時間の都合上、汚泥処理量は割愛させていだだきます。調査方法は、管理室に設けられた重油の使用量を計測する機器に表示された数値を十分おきに記録していきました。記録した炉は二つあり、焼却炉と脱臭炉があります。焼却炉は汚泥の焼却処理するための炉で、脱臭炉は施設外に排出される悪臭を燃焼することで脱臭する炉です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
考察です。今回の実験で木質バイオマスによる燃焼実験がうまくいくことが証明できました。そこで、木質バイオマスによる焼却システム化に向けては、早期案と長期案が考えられます。早期案は今回の実験で得たデータをもとに、比例式による木質バイオマス供給装置を導入することが考えられます。今回の実験では、木質バイオマスを間欠で加えましたが、この方法では調節が難しいという問題があります。そこで、炉内温度と比例して木質バイオマスを供給するシステムを導入することにより、事業化できると考えました。

長期案では、事前調査の結果を思い出してもらいたいのですが、焼却炉よりも脱臭炉のほうが重油を削減している事が分かりました。そこで、施設が山の上にあるため、煙が拡散して人里に下りるまでに悪臭が薄れている事が証明できれば、脱臭炉を停止させることが理論上可能となり、重油の削減が大幅に行うことができます。また、脱臭炉が必要であることが証明された場合は、脱臭炉にも木質バイオマスを導入することで解決できると考えられます。それは、脱臭炉が排ガスを燃焼していることから、焼却炉よりも温度を調節しやすいため、よりシステム化しやすいという点から言えます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
し尿汚泥処理焼却炉の実験を実際に実用化させるために必要な経理が以下のとおりである。設備概算金額として7項目あり、その合計が3100万円となる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、若輩者ではありますが、僭越ながら、本研究の一成果として、し尿汚泥処理焼却炉で木質バイオマスを助燃剤として活用する本実験の実用化を、庄原市の予算に組むことを提案させていただきます。
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